
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月5日

（百万円未満四捨五入）

上場会社名 株式会社 コンセック 上場取引所 大 

コード番号 9895 URL http://www.consec.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐々木 秀隆

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長 （氏名） 原田 文栄 TEL 082-277-5451
四半期報告書提出予定日 平成22年11月15日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 3,945 9.7 △127 ― △120 ― △155 ―

22年3月期第2四半期 3,596 △17.7 △217 ― △166 ― △239 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △8.47 ―

22年3月期第2四半期 △13.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 10,705 6,848 63.1 370.09
22年3月期 10,770 7,070 64.8 382.00

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  6,756百万円 22年3月期  6,974百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 15.7 45 ― 80 ― 40 ― 2.19



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と
異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は「添付資料」２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  18,640,112株 22年3月期  18,640,112株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  384,510株 22年3月期  381,894株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  18,256,608株 22年3月期2Q  18,259,216株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府によるエコポイント制度の導入やエコカー減税などの

経済対策を背景に企業業績に回復の兆しが見え最悪期を脱しつつありましたが、依然として厳しい雇用情勢が続く

中、個人消費は伸びず、急激な円高による輸出不安や株式の低迷による金融リスクなど急速に先行き不安懸念が広

がり景気回復は不安定に推移しました。 

土木建設業界においては一般公共工事需要が細る中、学校や橋梁を中心に耐震補強工事需要は増加しました。一

方で民間の建設設備投資需要は回復の兆しが見えず、新規の建設着工件数は低水準に推移し、厳しい受注競争が続

きました。 

 このような環境のもとで、当社グループでは耐震補強分野において、グループ企業のシナジー効果を促進し一層

のコストダウンと市場競争力を高め、マンホール消散弁や乾式コアドリル等の独自開発製品による技術効果の有益

性を徹底ＰＲし、耐震補強工事の受注獲得に全力をあげ、売上増進をはかりました。また電算ソフト開発事業や高

齢者介護事業分野では前期に新設した事業拠点の地域に密着した営業で着実な進展を推進し、売上が増加しまし

た。エコポイント制度の効果が見られた家電品や住宅関連商品売上はやや伸びたものの、民間設備投資の抑制で、

建設設備関連や工場設備関連の伸びは鈍化しました。一方では、販売費及び一般管理費の圧縮に全社的に取り組

み、営業費用の圧縮に努めてまいりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高39億45百万円（前年同四半期比9.7%増）、営業利益

は△1億27百万円（前年同四半期は△2億17百万円）、経常利益は△1億20百万円（前年同四半期は△1億66百万円）

となり、四半期純利益は、△1億55百万円（前年同四半期は△2億39百万円）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

財政状態の変動状況 

 当第２四半期末における総資産は、前期末から65百万円減少し107億５百万円となりました。流動資産は、売上

高の回復および売上債権の回収に伴う受取手形及び売掛金の減少などにより現金及び預金が増加したため47百万円

増加し、44億85百万円となりました。固定資産は、通常の減価償却以外大きな変動は無く１億11百万円減少し、62

億20百万円となりました。負債は前期末から１億57百万円増加し38億58百万円となりました。流動負債は、仕入債

務の支払いに伴う支払手形及び買掛金の減少、前期に係る法人税等の納付による未払法人税等の減少などにより82

百万円減少し28億86百万円となりました。固定負債は、長期借入金の増加などにより２億39百万円増加し９億72百

万円となりました。なお、有利子負債は、長期の運転資金を調達したことにより前期末から１億74百万円増の18億

11百万円となりました。純資産は、第２四半期純損失などにより前期末から２億22百万円減少し68億48百万円とな

りました。 株主資本は、資本剰余金から４億10百万円を利益剰余金に振替えたため資本剰余金は同額減少し30億

13百万円に、利益剰余金は２億55百万円増加し△１億54百万円となり、株主資本合計は、第２四半期純損失１億55

百万円の計上等により68億95百万円となりました。評価・換算差額等は、その他有価証券評価差額金が株式市場の

低迷により減少し、△１億39百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

夏休み期間を過ぎ、学校の耐震工事はピークを越えましたが、橋梁・橋脚の耐震工事需要は増加しており期末

に向け今後も拡大が続くと見込んでおり、受注獲得と新製品の販売に全力を注いでまいります。またマンホール耐

震化消散弁の下半期受注も順調に拡大推移の見込みであります。また介護事業、ＩＴ関連事業は着実に事業範囲を

拡大しており、概ね順調に推移すると思われます。主力とする土木建設業界の景気の早期回復は時間を要すると思

われますが、需要の見込める耐震工事分野では当社開発の専用コアドリルなど高収益製品の需要が伸びるものと見

込んでおり、受注獲得に全力を挙げてまいります。また、今後も一層の経営効率化を推進し、販売費及び一般管理

費の圧縮に努め、早期の業績向上に邁進してまいります。 

通期の見通しにつきましては平成22年5月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,094,412 779,570

受取手形及び売掛金 2,112,822 2,333,742

有価証券 95,722 99,337

商品及び製品 864,374 898,738

仕掛品 36,268 39,690

原材料及び貯蔵品 170,765 155,165

その他 115,206 136,148

貸倒引当金 △4,186 △3,757

流動資産合計 4,485,383 4,438,634

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,928,994 3,928,314

減価償却累計額 △2,315,204 △2,278,340

建物及び構築物（純額） 1,613,791 1,649,974

土地 3,790,925 3,790,925

その他 1,042,482 1,036,990

減価償却累計額 △920,746 △897,466

その他（純額） 121,735 139,524

有形固定資産合計 5,526,451 5,580,422

無形固定資産   

のれん 24,536 28,268

その他 77,538 86,153

無形固定資産合計 102,075 114,421

投資その他の資産   

投資有価証券 316,756 360,071

その他 350,724 362,614

貸倒引当金 △76,112 △86,169

投資その他の資産合計 591,369 636,516

固定資産合計 6,219,894 6,331,359

資産合計 10,705,277 10,769,993



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,365,744 1,434,902

短期借入金 1,236,213 1,265,350

未払法人税等 31,031 43,524

賞与引当金 78,281 64,354

完成工事補償引当金 310 279

その他 174,316 159,108

流動負債合計 2,885,896 2,967,517

固定負債   

長期借入金 574,989 371,491

退職給付引当金 291,582 269,367

役員退職慰労引当金 59,624 51,759

その他 45,454 40,318

固定負債合計 971,648 732,935

負債合計 3,857,544 3,700,452

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,090,270 4,090,270

資本剰余金 3,013,064 3,423,064

利益剰余金 △153,521 △408,956

自己株式 △54,691 △54,443

株主資本合計 6,895,121 7,049,934

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △126,445 △67,621

為替換算調整勘定 △12,481 △7,751

評価・換算差額等合計 △138,926 △75,372

少数株主持分 91,537 94,979

純資産合計 6,847,733 7,069,541

負債純資産合計 10,705,277 10,769,993



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,595,784 3,944,712

売上原価 2,824,611 3,071,437

売上総利益 771,174 873,275

販売費及び一般管理費 ※  987,706 ※  1,000,469

営業損失（△） △216,532 △127,193

営業外収益   

受取利息 1,415 1,352

受取配当金 3,974 4,593

有価証券運用益 29,373 －

為替差益 1,885 －

受取手数料 5,565 4,438

受取家賃 8,167 8,547

その他 10,316 12,035

営業外収益合計 60,696 30,965

営業外費用   

支払利息 8,959 8,652

有価証券運用損 － 9,907

その他 1,622 5,073

営業外費用合計 10,581 23,632

経常損失（△） △166,418 △119,860

特別利益   

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 － 18,065

負ののれん発生益 － 5,185

特別利益合計 0 23,253

特別損失   

固定資産除却損 6,911 123

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 510

特別損失合計 6,911 633

税金等調整前四半期純損失（△） △173,329 △97,240

法人税、住民税及び事業税 19,498 21,999

法人税等調整額 45,002 28,237

法人税等合計 64,500 50,236

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △147,477

少数株主利益 701 7,088

四半期純損失（△） △238,530 △154,565



該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

〔事業の種類別セグメント情報〕  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を勘案して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．前連結会計年度において、事業の種類別セグメントを変更したため第１四半期連結累計期間より「工場設備

関連事業」を「その他の事業」から独立掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間における「その

他の事業」に含まれる「工場設備関連事業」のセグメント情報は次のとおりであります。 

   売上高（１）外部顧客に対する売上高         287,884千円 

      （２）セグメント間の内部売上高又は振替高     9,918 

                計            297,802 

   営業利益                       3,352 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
切削機具事
業（千円） 

特殊工事事
業（千円） 

建設・生活
関連品事業 
（千円） 

工場設備関
連事業 
（千円） 

その他の事
業（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高     

(1)外部顧客に対する売上

高 
 662,516  326,994 637,043 125,623 154,329  1,906,505  － 1,906,505

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  － 9,956 765 150  10,871  △10,871 －

計  662,516  326,994 646,999 126,387 154,479  1,917,375  △10,871 1,906,505

営業利益又は営業損失

(△) 
 19,631  18,742 △9,690 △2,210 △6,240  20,233  △86,408 △66,175

  
切削機具事
業（千円） 

特殊工事事
業（千円） 

建設・生活
関連品事業 
（千円） 

工場設備関
連事業 
（千円） 

その他の事
業（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高     

(1)外部顧客に対する売上

高 
 1,156,422  582,306 1,257,155 284,720 315,182  3,595,784  － 3,595,784

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  － 14,604 2,463 300  17,367  △17,367 －

計  1,156,422  582,306 1,271,759 287,182 315,482  3,613,151  △17,367 3,595,784

営業利益又は営業損失

(△) 
 △43,079  32,057 △18,891 361 △17,100  △46,653  △169,879 △216,532

事業区分 主要製品

切削機具事業 コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコアービット、自動送り装置等 

特殊工事事業 アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー工事等 

建設・生活関連品事業 コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グラインダー、物置、カーポート等 

工場設備関連事業 自動制御盤、配電盤、製缶、精密板金加工等 

その他の事業 介護サービス、ソフトウェア成果物等 



前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。海外子会社は当社事業部に附随して事業活動を行っておりま

す。 

 国内子会社は、それぞれ独立した事業を行っており、当社取締役が、各子会社の取締役を兼務して取り扱

う製品・サービスについて戦略を立案し、事業活動を行っております。 

 したがって、当社グループは、事業部及び国内子会社の事業を基礎とした製品・サービス別のセグメント

から構成されており、「切削機具事業」 、「特殊工事事業」、「建設・生活関連品事業」、「工場設備関

連事業」、「介護事業」及び「ＩＴ関連事業」の６つを報告セグメントとしております。 

 なお、各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は以下のとおりであります。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）       （単位：千円）

報告セグメント 主要製品及びサービス 

切削機具事業 
コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコア

ービット、自動送り装置等の製造販売 

特殊工事事業 
アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー

工事等の特殊工事 

建設・生活関連品事業 
コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グライン

ダー、物置、カーポート等の仕入販売 

工場設備関連事業 
自動制御盤・配電盤・製缶・精密板金加工等の製造販

売 

介護事業 
デイサービス、ケアプランサービス、介護付有料老人

ホーム、高齢者専用賃貸住宅 

ＩＴ関連事業 ソフトウェア成果物、人材派遣 

  

  

報 告 セ グ メ ン ト 

切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活 

関連品事業 

工場設備 

関連事業 
介護事業 ＩＴ関連事業 合 計 

 売上高               

  外部顧客への売上高   1,380,169   591,684   1,315,943   278,935   199,668  178,312  3,944,712

  セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －   10,510   5,242   －  300  16,052

計   1,380,169   591,684   1,326,453   284,177   199,668   178,612  3,960,763

セグメント利益 

又は損失（△）  
 64,120  45,453  △5,865   2,339  △46,388   △22,493  37,166



  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）        （単位：千円）

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）                          

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）       （単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）  

  該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

報 告 セ グ メ ン ト 

切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活 

関連品事業 

工場設備 

関連事業 
介護事業 ＩＴ関連事業 合 計 

 売上高               

  外部顧客への売上高   827,086   393,090   731,941   138,033   101,044  84,622  2,275,817

  セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －   6,782   2,432   －  150  9,363

計   827,086   393,090   738,722   140,465   101,044   84,772  2,285,180

セグメント利益 

又は損失（△）  
 83,004  60,667  12,043   △7,967  △21,134   △15,536  111,078

利 益 金 額 

 報告セグメント計  37,166

 セグメント間取引消去  1,792

 全社費用（注）   △166,152

 四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △127,193

利 益 金 額 

 報告セグメント計  111,078

 セグメント間取引消去  149

 全社費用（注）   △80,204

 四半期連結損益計算書の営業利益  31,024

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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